





































































































 哈 什 河のまた西、 吉 勒 蘇 胡 （蒙古語吉勒
カ シ ジ ル ソ ホ
蘇胡は日光晃眼を謂う也）嶺の南を経て
 額 林 摩 多 水が嶺より東して来匯す。（中
エ リン マ トゥ
略３６字）山中の石璞、往往にして 科 木 什 
ホ ム シ
 木 博 第 薩 都 佛呪（即ち華言の観音呪「











吽 」六字なり）・ 綽 克 圖 贊 丹 經
フン チョ ク トゥ ザン ダン
を鐫し、大旨は如来三十五佛を瞻拝すれ
ば罪孼を解くを得、極楽に往生すと言
う。また福を 松 喀 巴 喇嘛（即ち華言の達
ツォン カ パ




 哲 木 と曰い、みな蒙古書或いは 唐 古 














 松喀 巴 よ、我が 賽 因 縁・ 額 敏 福・ 只 児 哈 
ツォンカ パ サ イン エ ミン ジ ル ガ
 朗 を祝することを聴したまえ。ミグゼ
ラン
ム！　 伯 顔 ・ 速 不 台 に 明 安 ・ 禿 満 の幅を
バ ヤン ス ブ ダイ ミン ガン トゥ メン
飛散せんことを長願す。蒙古語を以て之
に銘す。猪児の年、 朶 児 別 の月、宛委山
ドゥ ル ベン
農、戯れに題す。曾山渡天（印記）
　「賽因」、「只児哈朗」はそれぞれモンゴル
語で「良い」、「幸福」の意。「額敏」はウイグ
ル語で「安らかな」の意。「伯顔」、「速不台」
はモンゴル帝国～元朝期の武将の名。「明
安」、「禿満」もそれぞれモンゴル語で「千」、
「万」の意味、「朶児別」はモンゴル語「四」
の意である。
　なお、原典を比定しかねているトド文字モ
ンゴル語経文は、徐松が『西域水道記』で言
う『チョクトゥザンダン』経かもしれない。
『チョクトゥザンダン』経は正式名称を『吉
祥栴檀三十五佛堕罪懺悔法』といい、チベッ
ト・モンゴル仏教世界で人口に膾炙した念仏
経である。この経典のトド文字モンゴル語訳
として、ザヤ＝パンディタがチベット語から
翻訳したものが知られている。後考に俟ちた
い。
匣の蓋陽に記されたモンゴル語混じりの漢文
